
























東京歯科大学 

出題の意図 

入試年度 2025年度 

入試区分 一般選抜Ⅰ期 

科目 物理 

出題の意図  一般選抜Ⅰ期の物理では、選択肢から正解を選ぶ選択式小

問、単位の小問、語句の説明の小問からなる大問と、問題の

設定に従い答を導出する大問を数題出題した。選択式小問で

は、幅広い範囲の基礎知識の理解を確認した。単位、語句の

説明の小問では、単位と式の関係の理解する力、物理の内容

を理解し表現する力を判断した。他の大問では、当該分野に

おいて理解した内容を関係づけ実際に応用する力を判断し

た。 



東京歯科大学 

出題の意図 

入試年度 2025 年度 

入試区分 一般選抜Ⅰ期 

科目 化学 

出題の意図 本学のアドミッションポリシーに基づき，歯科医学を学ぶた

めに必要となる基礎的な自然科学の理解力と学習到達度を評

価することを目的として，高等学校化学の基本事項について

出題した。問題は，理論化学・無機化学・有機化学に関する

内容を偏りなく取り上げ，知識の定着度のみならず，実験操

作の理解，計算処理能力，論理的思考力および記述力を総合

的に判定できるよう構成した。特に，金属イオンの分離，中

和滴定，異性体，イオン交換樹脂など，高等学校で学習する

標準的な内容について，現象の仕組みを理解し，適切に説明

できる力を重視した。 



東京歯科大学 

出題の意図 

入試年度 2025年度 

入試区分 一般選抜Ⅰ期 

科目 生物 

出題の意図 歯科医師として不可欠な、高度な科学的探究心と分析力を評

価します。「計算問題」や「図表作成」を織り交ぜた多角的

な出題により、知識の丸暗記ではない、生命現象に対する深

い洞察力を測ります。複雑な「実験文章問題」では、未知の

事象に対しても概念を理解して論理的に推論し、解決に導く

能力を重視しています。 
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問
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(ⅰ)① (ⅰ)② (ⅰ)③ (ⅱ)④ (ⅱ)⑤ (ⅱ)⑥ 
問

２ 

(ⅰ) (ⅱ) 

       

問

３ 

 

 

問１ 問２ 問３ 問４ 

問５ 問６ 問７ 問８ 

  単位がつく場合には［ ］内に単位を書くこと。

問１ 問２ 問３ 問４ 

［ 個 ］ ［  ］ ［  ］ ［  ］ 

問５ 問６ 問７ 問８ 

［ ］ ［  ］ ［  ］ ［  ］ 

問１ 問２ 問３ 

問４ 問５ 

 

問６ 問７ 問８ 

解答例 

エ キ コ テ ス タ A s 

2 物体間に働く万有引力の大きさは，それぞれの物体の質量の

積に比例し，物体間の距離の 2 乗に反比例する。 
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理  科（化  学） 

採

点

（１）問１  沈殿 C：     沈殿 F：       問２  色：     名称：      

問３  沈殿 G：              沈殿 H：     問４    

問５           

問６                 

問７            

問８                 

（２）問１   問２  1)         2)    3)    4)    

問３             

問４         

問５           

問６                   

問７  計算：         答：      mL 

問８  計算：          答：     g 

（３）問１ (ア )    (イ )     (ウ )        (エ )   

(オ ) (カ )  (キ )  問２     

問３  

問４    問５  

（４）問１ (ア )      (イ )      (ウ )        (エ )   

  (オ )    (カ )        (キ )    (ク )   

問２    問３  

問４        

問５  計算：          答：     mol/L 

黄色 赤褐色 深青色 テトラアンミン銅(Ⅱ)イオン

Al(OH)3 ZnS 黄色 

H2S(S2－)が残存するため，沈殿 E に ZnS（沈殿Ｈ）が混入する。 

Fe3＋は H2S によって還元され Fe2＋になっているので，この Fe2＋を希硝酸で酸化して Fe3＋に戻すため 。 

沈殿Ｅ中に Al(OH)3ができず，ろ液Ｅ中に[Al(OH)4]－が生じる。 

沈殿Ｅ中の Al(OH)3が溶解せず，ろ液Ｆ中に[Al(OH)4]－が含まれないため，沈殿Ｇ（Al(OH)3）が生じない。 

フッ化水素酸はガラスの主成分である二酸化ケイ素を溶かすため。

水銀と他の金属（金、銀、銅、スズ）との合金の総称 

分子中に疎水基と親水基を合わせもつ（ことで、水の表面張力を低下させる）物質 

酸性雨 下方置換法 (∵ SO2) 無色 刺激臭 有毒 

弱酸の強塩基による中和滴定では，中和点での pH は塩基性側に偏り、メチルオレンジの変色域に含まれないため。 

必要な 98％濃硫酸の体積を V[mL＝cm3]とすると、 

98/100＝(2.0[mol/L]×0.500[L]×98.0[g/mol]) / (V[cm3]×1.84[g/cm3]) 

∴ V[cm3]＝98.0[g] / (0.98×1.84[g/cm3])   V＝54.3 mL  54 

流れた電気の物質量＝0.50[A]×30[min]×60[s/min] / (1.60×10－19[C]･6.02×1023[1/mol]) 

   ＝9.0×102[C] / 9.63×104[C/mol]＝9.35×10－3][mol] 

Cu2＋ ＋ 2e－ → Cu より、9.35×10－3[mol]×1/2×63.5[g/mol]＝0.297 g 0.30 

構造 立体 シス・トランス 鏡像 

2 3 7 ヒドロキシ基，エーテル結合

CH3-CH2-CH2-OH   CH3-CH(OH)-CH3 CH3-O-CH2-CH3 

CH3-O-CH2-CH2-CH3   CH3-O-CH(CH3) CH3 CH3-CH2-O-CH2-CH3 CH3-CH(OH)-CH2-CH3 

イオン交換 カルボキシ 陽イオン交換 H＋ 

陽 陰イオン交換 OH－ 陰 

R－SO3H ＋ NaCl → R－SO3Na ＋ HCl 

1 × x ×10/1000＝1 × 0.050 × 12/1000 ∴ｘ＝0.060 0.060 

解答例
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解答例 

    （２０２５年度 一般Ⅰ期） 

理  科（生  物） 

採

点

（１） 

問１  
（ a）  

中心体  
（ b）  

リボソーム
（ c）  

小胞体  
（ d）  

ミトコンドリア
（ e）  

ゴルジ体  

問２  ｂ 

問５  

(ⅰ) 

  核 分裂   細胞質 分裂 

問３  

(ⅰ) 

リン脂質
(ⅱ) 

(ⅱ) 

選択的透過性 

問４  

(ⅰ) 

リボソーム

(ⅱ) 

開口放出（エクソサイトーシス） 

（２） 

問１  ２ 問２ 半保存的複製 問３ 
酵素（う）  

ヘリカーゼ
酵素（え）  

ＤＮＡポリメラーゼ  

問４ ４ 問５ 
(ⅰ) 

(ア) ５ (イ ) ３
(ⅱ)a鎖 

リーディング 鎖

ｂ鎖  

ラギング  鎖

問６ ３´から５´方向への複製時につくられる短いＤＮＡ鎖のこと

（３） 

問１  ５  問２  ３  問３  ２  ４  問４  ４  問５  ２  

問６  ２  ４  問７  ３  問８  １  問９  ３  問 10 ４  

（４） 

問１  

①  

角  膜  
②  

虹  彩  
③  

毛様体筋  
④  

網  膜  
⑤  

黄  斑  

⑥  

盲  斑  
⑦  

強  膜  
⑧  

脈絡（らく）膜  
⑨  

チン（氏）小帯
⑩  

水晶体  

問２ 

③ ゆるむ 収縮する 問３ 錐  体  細  胞  が  多  く  存  在  す  る  

⑨ ゆるむ 緊張する 問４ 神  経  繊  維  が  眼  球  外  へ  出  る  た  め  の  構  造  

⑩ 厚くなる 薄くなる 問５ ２ 
生じる変化：  

瞳孔が大きくなる  

（５） 

問１  

計算式など 

塩基の含有率（％）は、アデニン＝チミン、グアニン＝シトシンであ 

り二重らせん内でのそれぞれの合計は 100％となる。 

アデニンが 30％であるため、チミンも 30％となる。 

グアニンとシトシンの合計は 100％－（アデニン+チミン）であるた 

め 40％となる。グアニンとシトシンは同じ割合で含まれるため 

40/2＝20（％）がグアニンとシトシンの割合となる。 

問２  

計算式など 

全体の個体数が 1000個体であり、 

Ａの遺伝子頻度が 0.7、aの遺伝子頻度が 0.3であるため、 

遺伝子型ＡＡの個体数は、ＡＡ＝Ａ2＝（0.7）2＝0.49であるため 

1000×0.49＝490（個体） 

同様に遺伝子型 aaは、（0.3）2＝0.09、1000×0.09＝90（個体） 

遺伝子型Ａａの個体数は、1000－（490+90）＝420（個体） 

となる。 

アデニン

    

チミン

     

グアニン 

     

シトシン

     
AA 

490 個体 

Aa 

420 個体 

aa 

  90 個体 

細胞膜 

３０％ ３０ ％ ２０ ％ ２０ ％ 


